
令和６年度野田市要保護児童対策地域協議会

第２回代表者会議次第

日時 令和７年２月２０日（木）

午後３時００分から

場所 市役所８階 大会議室

１ 開会

２ 副市長挨拶

３ 会長挨拶

４ 議題

（１）令和７年度事業計画（案）について (公開)

（２）令和６年度の児童虐待について（統計） （公開）

（３）児童虐待防止推進月間の事業報告について （公開）

（４）野田市における要保護児童の事例検討について （非公開）

（５）その他

５ 閉会
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資料１

令和７年度活動計画（案）について

※このほか、個別支援会議については、年間を通してケース毎に開催します。

日時 会議・事業名 内容等 備考

４月 実務者会議（4月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

５月

実務者会議（５月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

第１回代表者会議
年間事業確認、令和６年度及び７年度

の状況報告等

虐待防止対策庁内連絡会
虐待防止についての情報交換、協議、

検証及び改善を行う

６月 実務者会議（６月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

7月 実務者会議（７月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

8月

実務者会議（８月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

第１回DV研修会
DVと児童虐待との関連等についての

研修会を開催

学校、幼稚園、保育園従事者

等を対象

9月
実務者会議（９月定例会）

主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

ポスター展作品募集 小中学生に、学校を通じ募集 6月、教委に募集依頼

10月

実務者会議（10月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

「私の願う家族・家庭」ポ

スター展応募作品審査
ポスター展に向け、優秀作品を選定

11月

実務者会議（11月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

児童虐待防止推進月間にお

ける啓発事業

ポスター展の開催などによる虐待防止

啓発事業の実施

市報11月 1日号に

啓発記事掲載

市職員研修会（児童虐待）
市職員を対象に児童虐待についての研

修会を開催

実務者研修会（児童虐待）
各関係機関の実務者を対象に研修会を

開催

学校、幼稚園、保育園等での

従事者を対象

教職員等対象意見交換会・

討論会（児童虐待）

学校生活等における気づきの大切さ

や、子どもたちに頼られる大人につい

て、教職員や保育士を対象とした意見

交換会・討論会を実施

学校、幼稚園、保育園等での

従事者を対象

虐待防止対策庁内連絡会
虐待防止についての情報交換、協議、

検証及び改善を行う

12月 実務者会議（12月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

1月

実務者会議（１月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

実務者研修会（児童虐待）
各関係機関の実務者を対象に児童虐待

についての研修会を開催

民生委員や地区社協等、地域

の支援者を対象

2月

実務者会議（２月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論

第２回代表者会議 事例報告、次年度の事業計画案策定等

第２回DV研修会
DVと児童虐待との関連等についての

研修会を開催

民生委員や地区社協等、地域

の支援者を対象

3月 実務者会議（３月定例会）
主担当や関係機関の役割分担及び個別

支援会議の必要性を議論



（１）家庭児童相談室による相談対応件数
虐待相談対応件数

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度（12月末）

１．身体的虐待 140 175 167 167 133
２．性的虐待 1 7 7 3 4
３．ネグレクト 100 92 82 57 66
４．心理的虐待 225 213 216 197 170

計 466 487 472 424 373
※件数は福祉行政報告例から

虐待相談対応件数　（令和2年度～令和6年度（12月末））

野田市における児童虐待について
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資料２



（２）年齢別人数
年齢区分 年齢 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度（12月末）

0歳 31 32 30 27 19
1歳 34 32 29 29 18
2歳 46 34 27 22 31
3歳 32 35 35 29 29
4歳 30 27 41 28 26
5歳 31 27 25 34 20
6歳 24 24 40 27 26
7歳 25 33 34 33 21
8歳 30 27 32 28 33
9歳 17 27 33 24 28
10歳 27 26 30 27 13
11歳 32 27 26 23 20
12歳 19 30 19 23 20
13歳 28 25 22 15 17
14歳 17 32 19 21 18
15歳 23 21 14 19 19
16歳 9 19 10 6 8
17歳 11 8 5 9 7
18歳 0 1 1 0 0

466 487 472 424 373

※件数は福祉行政報告例から

年齢区分別人数　（令和2年度～令和6年度（12月末））

計

2
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（３）虐待通告受付経路
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度（12月末）

児童相談所 241 209 181 170 144

その他（県） 0 5 0 2 0
福祉事務所(市） 4 5 12 7 4
保健センター 15 15 46 16 15
その他（市） 22 29 27 21 33
保育所 22 9 20 22 14
児童福祉施設※１ 5 9 12 11 17
指定発達支援医療機関 0 0 0 0 0
認定こども園 4 3 0 4 4
警察 0 0 0 1 0
保健所 4 0 0 0 0
医療機関 4 10 10 12 2
幼稚園 14 13 11 3 9
学校 76 110 100 98 107
教育委員会等 1 2 11 6 0
児童委員 3 8 4 2 0
家族・親戚 24 21 25 38 20
隣人・知人 27 33 13 11 4
児童本人 0 3 0 0 0
その他 0 3 0 0 0

計 466 487 472 424 373

※件数は福祉行政報告例から
※1　児童家庭支援センターを除く

虐待通告受付経路割合　（令和6年度（12月末））
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　　　　 92　（うち警察） 　　　　 ― 　　　　 ―　　　　 ― 　　　　 104　　　　 ― 　　　　 ― 　　　　 125



（４）主たる虐待者
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度（12月末）

193 186 186 186 171

※件数は福祉行政報告例から

虐待者別割合　（令和6年度（12月末））

（５）進行管理件数の推移について
令和3年3月 令和4年3月 令和5年3月 令和6年3月 令和6年12月

311 349 380 371 435

42 44 61 38 26

6 0 3 2 0

359 393 444 411 461

実父

要保護児童

ハイリスク

特定妊婦

計

4
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児童虐待防止推進月間の事業報告について

１ 「児童虐待防止推進月間」について

児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、子どもの生命が奪われ

る重大な事件も後を絶たないなど、深刻な状況が続いています。児童虐待は早急に解決

すべき問題であり、社会全体で子どもを守らなければなりません。野田市においては、

家庭や学校、地域等の社会全般にわたり、深い関心と理解を得ることができるよう、期

間中に児童虐待防止のための広報・啓発活動など種々な取組を集中的に実施しておりま

す。なお、厚生労働省においては、平成 16 年度から令和４年度まで「児童虐待防止推

進月間」として実施されていた取組が、令和５年度より、こども家庭庁において、呼称

を「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」に変更し、引き続き児童虐待防

止事業に取り組んでおります。

２ 令和６年度の野田市の啓発事業の内容

野田市では、「野田市児童虐待防止及びドメスティック・バイオレンス総合対策大綱」

にて「啓発活動の積極的推進」を重要課題の一つとして位置付けています。

① のだ市報に掲載

○オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンにあわせ、ポスター展開催のお

知らせ等の記事の掲載 （11 月１日号に掲載）

②市役所正面玄関広告付き表示板への児童虐待防止のための啓発記事の通年放映の実

施

③野田市広告付番号案内表示機への児童虐待防止のための啓発記事の通年放映の実施

④川間駅南口、七光台駅西口、清水公園駅東口、梅郷駅西口の防災行政無線文字表示

機能付電光掲示板を利用し、児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」の表示

⑤災害対応型自動販売機メッセージボードへの児童相談所虐待対応ダイヤル「１８

９」の表示

⑥市で使用する封筒への児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」の表示

⑦国が作成した児童虐待防止のポスター、チラシを保育所、幼稚園、学校等の関係機

関に配布

⑧市内小中学校児童生徒による「わたしの願う家族・家庭」ポスター展の実施

＊開催期間

令和６年 11 月６日（水）８時 30 分～11 月 12 日（火）正午いちいのホール

令和６年 11 月 13 日（水）正午～11 月 19 日（火）15 時市役所ふれあいギャラリー

資料３

令和 6年度「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」標語 こども家庭庁最優秀作品

『１８９（いちはやく） 気づいてあげて そのサイン 』
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＊ポスター展応募作品数

参加数 294 点（小学校 291 点、中学校 3点）

展示数 42 点（小学校 39 点、中学校 3点）

⑨児童虐待相談「こどもＳＯＳ」カード及びポスターの

作成・配布

こどもＳＯＳカードを 9,000 枚、ポスターを 100 枚作成し、

関係機関に配布

⑩啓発懸垂幕を、市役所及びいちいのホールに掲示

＊掲示期間

令和６年 11 月 1 日（金）～11 月 30 日（土）

⑪啓発物資（マグネット・バスマスク）の掲示

・まめバス…バスマスク 13 枚

・趣旨にご賛同いただいた事業所に依頼

…タクシー事業者２か所 マグネット 40 枚

【啓発物資のイメージ】

マグネット↓ バスマスク→

みんなで守ろう

子どもの笑顔
-おかしいと感じたら迷わず連絡を-

野田市

11月は児童虐待防止推進月間
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３ 野田市要保護児童対策地域協議会実務者研修会の開催

＊開催日時

令和６年 11 月 14 日（木）市役所８階大会議室 ①10：00～12：00

②13：30～15：30

＊テーマ

「虐待発見時の通告の大切さとその後の対応について」

＊講師 山田 不二子 氏 （日本子ども虐待防止学会理事・医師

野田市児童虐待死亡事例検証委員）

＊参加者 87 名（①42 名、②45 名）

（野田市要保護児童対策地域協議会関係機関の実務者等）

４ 野田市教職員等意見交換会・討論会の開催

＊開催日時

令和６年 11 月 12 日（火）市役所８階大会議室 ①13：30～15：00

②15：30～17：00

＊討論テーマ

「気づきの大切さ」

「子どもたちに頼られる大人・相談しやすい大人」

＊参加者 48 名（①27 名、②21 名）

（①市内小中学校教務主任相当教諭、②幼稚園、保育所長相当職員）


